
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現在の会員数は 735 名。みなさんの奮闘で人口比全国 1位を維持！ 

5月 22日に開催した、奈良県平和委員会第 2回常任理事会において、5 月 22 日から 6
月 28・29 日の日本平和委員会第 58 回定期全国大会（埼玉県）までを、「拡大月間」

とし、会員と平和新聞、運動誌の拡大に集中的に取り組むことを決定しました。役員、会員

のみなさん。力を合わせて「月間」にふさわしい取り組みを展開しましょう。 

 
 
 

現在の会員数は 735 名。平和新聞は 374 部。運動誌は 72 部。奈良県平和委員会は昨年の
全国大会以降、5 月 18 日までの間に、36 名の会員を拡大。会員のみなさんの日頃の奮闘で
700名以上の組織と、3部門とも人口比全国 1位を維持しています。これは誇るべき成果です。

前大会以後、高田 10 名、奈良 12 名、生駒 5名、郡山 4名など 

9 組織で会員を拡大！  

この間の取り組みでは、生駒市市平和委員会が「春を呼ぶ平和の集い」でつながった人

を拡大、森本駿一代表理事が 9条の会のつながりで拡大、高田市が財政再建の取り組みと
あわせ積極的に会員拡大、郡山市日高宏明会長が郡山市職員を拡大などの成果が挙がって

います。 

しかし一方で 39名の退会が出ています。新聞、運動誌も後退し、3部門とも全体会水準
を下回っています。前大会水準を早期に回復しましょう。 

目標は会員 750、新聞 400、運動誌 80！  

役員を先頭に拡大月間の取り組みに全力を挙げ、力を合わせて必ず目標を達成し、全国

大会を迎えましょう。目標達成まであと、会員 15、新聞 26、運動誌 8です。 

現在、前大会比で会員－3、新聞－12、運動誌－2！前大会水準の早期回復を！

○拡大要請目標（裏面に掲載）をもとに各地区・基礎組織で自主目標

を決めましょう。 
○拡大対象者をリストアップし、直ちに入会・購読を訴えましょう。 
○具体的な取り組みや、拡大の成果は直ちに事務局に報告を。 

※ 県平和委員会独自の「入会呼びかけ」ビラ、拡大推進ニュースは、ホームページからダ

ウンロードできます。 http://naraken.heiwa.org 


